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今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
三
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
八
月
分

納
期
限

い
づ
れ
も
八
月
三
十
一
日
ま
で

市議会だより
第 ６回臨時議会

林
助
役
、吉
田
牧
入
役

が
再
選
さ
れ
る

今
年
第
六
回
目

の
臨
時
市
議
会
は

さ
る
八
月
十
三
日

九
時
か
ら
ひ
ら
か

れ
、
全
部
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
お
も
な

議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
夏
季
期
末
手
当
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例

○
助
役
の
選
人
に
つ
い
て

（
説
明
）

こ
れ
は
現
助
役
が

今
川
十
七
日
に
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
市
長
か
ら
林
惣
太
郎

（
現
助
役
）
を
選
任
し
た
い
旨

議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
　
賛
成
多
数
で
同
意
決
定

し
た
も
の

○
収
人
役
の
選
任
に
つ
い
て

（
説
明
）

こ
れ
も
現
収
入
役

が
今
月
十
七
日
に
任
期
満
了
と

な
る
た
め
市
長
か
ら
吉
田
政
治

（
現
収
入
役
）
を
選
任
し
た
い

旨
議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
賛
成
多
数
で
同
意
決
定

し
た
も
の
。

林助役

略
歴
　
問
治
2
6年
１
月
1
0日
生

六
九才

本
籍
、
現
年
所
と
も
市
内
俵
山
三

五
四
六
。
俵
中
小
高
等
科
卒
業

俵
山
村
収
入
役
、
俵
山
村
農
業
会

長
、
俵
山
村
長
を
経
て
3
3年
８
月

長
門
市
助
役
に
就
任
現
在
に
至
る吉田収人役

略
歴
　
明
治
4
3年
1
1月
2
2日
生

五
一
歳

本
籍
現
住
所
と
も
市
内
東
深
川

一
八
三
五
の
五
。
県
立
大
津
中
学

校
卒
業
、
台
北
州
警
部
台
湾
総
督

府
属
、
仙
崎
町
総
務
課
長
　
長
門

市
総
務
課
長
を
経
て
3
3
年
８
月
1
8

日
長
門
市
収
入
役
に
就
任
現
在
に

至
る
。

全岡選抜
高校相撲

小
杉
高
校
（
全
国
二
位
）

耐
久
高
校
（
三
位
）

2
6日
全
国
か
ら
3
3校
参
加

来
年
秋
の
国
体
を
ひ
か
え
、
市

民
皆
様
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、

か
ね
て
建
設
中
の
赤
崎
山
市
営
相

撲
会
場
も
こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り

そ
の
御
披
露
か
た
が
た
国
体
運
営

の
予
行
演
習
を
か
ね
て
全
国
高
校

相
撲
界
の
一
流
校
を
選
抜
し
て
、

今
月
2
6日
（
雨
天
決
行
）
相
撲
大

会
を
、
こ
の
長
門
市
営
相
撲
場
（

深
川
、
赤
崎
山
）
で
行
な
い
ま
す

こ
の
大
会
に
優
勝
し
た
チ
ー
ム

に
は
長
門
市
長
旗
か
ら
く
ら
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

な
お
、
参
加
校
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
　
）
内
は
府
県
名

帝
京
高
校
（
東
京
）

神
奈
川
高
校
（
神
奈
川
）

小
杉
高
校
（
富
山
）
本
年
度
全

国
二
位

輪
島
高
枚
（
石
川
）

愛
知
高
校
（
亟
知
）

此
花
高
校
（
大
阪
）

桃
山
学
院
高
校
（
大
阪
）

耐
久
高
校
（
和
歌
山
）
本
年
度

全
国
三
位

箕
島
高
校
（
和
歌
山
）
本
年
度

全
国
四
位

報
徳
学
園
高
校
（
兵
庫
）

勝
間
田
農
林
高
校
（
岡
山
）

倉
敷
商
業
高
校
（
岡
山
）

崇
徳
学
園
（
広
島
）

新
庄
高
校
（
広
島
）

鳥
取
商
業
高
校
（
鳥
取
）

由
良
育
英
高
校
（
鳥
収
）

出
雲
農
林
高
校
（
島
根
）

江
津
工
業
高
校
（
島
根
）

高
知
西
高
校
（
高
知
）

朝
倉
農
高
校
（
福
岡
）

東
築
高
校
（
福
岡
）

常
盤
高
校
（
福
岡
）

宇
佐
高
校
（
大
分
）

中
津
東
高
校
　
（
大
分
）

熊
本
農
高
校
（
熊
本
）

鹿
児
島
実
業
高
校
（
鹿
児
島
）

萩
高
校
、
宇
部
工
業
高
校
、
宇

部
商
業
高
校
、
美
祢
高
校
、
多

々
良
学
園
高
校
、
防
府
高
校
、

水
産
高
校
（
以
上
山
口
）

（
写
真
上
、
大
会
を
待
つ
相
撲
会

場
、
下
大
会
優
勝
で
チ
ー
ム
に
お
く

ら
れ
る
優
勝
旗
）

４
階
ま
で
で

き
た
市
庁
舎

明
年
早
々
に
は
完
成
か

さ
る
３
月
2
1日
に
起
工
式
を
し

工
事
を
行
っ
て
い
る
市
庁
舎
の
建

築
工
事
も
現
在
は
４
階
ま
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
か
た
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ま
ま
進
め
ば
９
月
中
に
は

４
階
建
一
部
７
階
り
外
観
が
で
き

あ
が
り
、
内
部
工
事
（
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
暖
房
工
事
な
ど
を
含
む
‘

が
今
年
末
に
は
お
わ
る
予
定
で
、

は
や
け
れ
ば
来
年
初
め
に
は
新
庁

舎
に
移
転
で
き
る
よ
う
に
々
り
ま

す
。

（
写
真
は
４
階
ま
で
姿
を
あ
ら
は

し
た
市
庁
舎
）

た
ば
こ
は

市
内
で

買
い
ま
し
よ
う
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め
ぐ
ま
れ
な
い
5
0人
の
子
に

斉
木
市
長
夫
妻
が
一
日
里
親

さ
る
８
日
斉
木
市
長
夫
妻
が
市

内
の
め
ぐ
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ら

約
5
0
人
（
母
子
寮
1
8
人
、
俵
山
湯

の
家
3
2
人
）
を
市
内
西
深
川
只
の

浜
海
水
浴
場
に
招
い
て
一
日
里
親

と
し
て
、
た
の
し
い
一
日
を
む
く

り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、

コ
レ
ラ
発
生
の
た
め
水
泳
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
の
が
前
日
か
ら
解
禁

と
な
り
子
ど
も
た
ら
は
市
長
夫
妻

が
到
着
す
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
さ

か
ん
に
水
遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
日
は
市
長
夫
妻
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
贈

り
物
が
あ
り
、
午
後
西
瓜
割
り
な

ど
本
当
の
親
子
の
よ
う
に
だ
の
し

い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
一
日
里
親
の
斉
木
市

長
夫
妻
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
注
意
を

う
け
る
子
ど
も
た
ち
）

ア
ジ
ヤ
Ｂ
Ｓ
大
会

（
静
岡
）
に
長
門
市
か
ら

九
名
参
加

善
隣
と
友
好
そ
れ
に
国
際
親
善

の
教
育
の
場
と
し
て
毎
年
ア
ジ
ヤ

各
国
持
ち
ま
わ
り
で
ひ
ら
か
れ
て

い
る
ア
ジ
ヤ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

大
会
は
今
年
八
月
一
日
か
ら
九
日

ま
で
静
岡
県
富
士
山
の
ふ
も
と
御

殿
場
で
ア
ジ
ヤ
各
国
か
ら
代
表
者

約
三
方
人
が
参
加
し
て
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。
。

こ
の
大
会
に
長
門
市
第
一
団
員

九
名
が
参
加
し
各
国
の
ス
カ
ウ
ト

だ
ち
と
楽
し
く
交
換
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

今
大
会
に
参
加
し
た
長
門
第
一

団
員
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す

指
導
者
　
古
田
　
弘
（
板
持
）

〃
　
　
松
浦
静
信

（
鍛
治
屋
町
）

ス
カ
ウ
ト

坂
村
和
法
（
新
町
）
弘
中
哲
雄
（

祇
園
町
）
市
川
信
博
（
本
町
）
横

山
正
行
（
本
町
）
小
西
哲
之
（
白

潟
）
桃
江
則
正
（
新
屋
敷
町
）
早

川
健
明
（
本
町
）
田
村
道
典
（
白

潟
）
山
本
道
樹
（
北
本
町
）

（
写
真
は
斉
木
長
門
市
長
か
ら
長

門
市
旗
を
う
け
る
団
員
）

国体の知識( 5)
交
通
や
通
信

宿
泊
施
設
は
よ
い
か

ま
ず
国
鉄
で
は
山
陽

本
線
小
郡
、
広
島
間
の

電
化
が
明
年
４
月
に
完

成
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
で
山
陽
本
線
は
全

線
電
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
道
路
に
つ
い
て

は
改
良
、
舗
装
を
徹
底
的
に
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
防

府
ー
山
口
間
、
岩
国
ー
下
関
間
、

山
口
市
宮
野
ー
早
間
田
間
な
ど
大

き
な
工
事
が
国
体
ま
で
に
は
次
々

に
終
り
ま
す
。

電
話
施
設
に
つ
い
て
は
、
山
口

市
が
明
年
８
月
ま
で
に
は
自
動
化

に
叨
替
わ
り
、
国
体
ま
で
に
は
徳

山
、
下
松
、
光
も
自
動
局
に
な
り

、
厚
狭
、
豊
浦
、
田
布
施
も
手
動

即
時
に
な
り
ま
す
。

さ
て
交
通
機
関
で
す
が
、
山
口

県
は
バ
ス
の
保
有
数
で
は
全
国
第

1
2位
に
位
す
る
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
貸
切
バ
ス
に
使

用
で
き
る
も
の
は
一
五
〇
台
で
す

。
タ
ク
シ
ー
台
数
は
県
下
で
、
一

三
〇
〇
台
程
度
で
す
。

し
か
し
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
も

開
会
式
当
日
約
一
万
五
千
人
の
人

を
運
ぶ
と
す
れ
ば
大
へ
ん
不
足
し

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
不
足

を
補
う
た
め
に
は
バ
ス
に
つ
い
て

は
更
新
、
増
強
を
図
り
、
ま
た
自

衛
隊
の
ジ
ー
プ
の
応
援
を
求
め
る

な
ど
す
る
必
妥
も
出
て
き
よ
し
よ

宿
泊
の
問
題
に
っ
い
≒
に
、
夏

季
大
会
約
三
子
人
、
秋
季
大
会
約

厂
刀
厶
千
ハ
ゾ
選
手
役
員
等
の
宿

泊
施
設
乙
い
る
か
け
で
膣
。

秋
川
や
富
山
も
場
合
は
民
家
へ

宿
泊
し
た
そ
う
で
寸
が
、
山
口
県

の
場
合
は
旅
館
宿
泊
施
設
た
け
で

一
応
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
尢
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
宿
泊
そ
の
も
の

は
非
常
に
窮
屈
に
な
る
わ
け
で
す

か
ら
　
各
旅
館
に
お
か
れ
て
は
外

来
客
に
と
っ
て
気
持
の
こ
い
親
切

々
応
接
を
お
願
い
し
ま
で
。

二
学
期
を
迎
え
た

子
ど
も
の
指
導

九
月
か
ら
二
学
期
が
始
ま
り
ま

す
。
気
候
的
に
も
ま
だ
残
暑
が
き

び
し
く
、
夏
休
み
の
惰
性
や
疲
労

が
い
ろ
い
ろ
の
形
で
心
身
両
面
に

あ
ら
ぬ
卜い
て
く
る
時
期
で
す
か
ら

、
指
導
に
気
を
く
ば
り
ま
し
よ
う

△
こ
ど
も
を

よ
く
見
守
る

生
活
態
度
、
学
習
態
度
、
言
葉

づ
か
い
、
服
装
、
持
ら
物
、
交
友

関
係
、
健
康
状
態
な
ど
に
気
を
つ

け
ま
し
よ
う
。
こ
れ
ら
に
気
を
つ

け
忽
こ
と
は
い
つ
も
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
と
く
に
長
期
休
暇
と
新

学
期
と
い
う
生
活
の
転
機
に
は
、

い
ろ
い
ろ
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
こ
の
変

化
に
注
意
す
１
こ
と
は
、
問
題
の

早
期
発
見
の
た
め
ば
か
り
で
な
く

、
こ
ど
も
を
よ
り
よ
く
知
る
き
つ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。

△
早
く
規
則
的
な

生
活
に
慣
れ
さ
せ
る

夏
休
み
中
の
、
家
庭
を
中
心
と

し
た
生
活
か
ら
、
早
く
規
則
正
し

い
学
校
生
活
に
慣
れ
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
長
期
休
暇

の
あ
と
の
こ
ど
も
の
生
活
態
度
に

は
、
伸
ば
し
続
け
た
い
も
の
、
望

ま
し
く
な
い
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

学
期
始
め
の
生
活
を
早
く
軌
道

に
の
せ
る
よ
う
に
す
る
と
同
時
に

、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
心
に
と
め
て

、
指
導
に
あ
た
る
こ
と
で
す
。

△
健
康
の
増
進
に

気
を
配
る

長
期
休
暇
の
惰
性
と
、
暑
さ
か

ら
く
る
疲
労
に
加
え
て
、
九
月
は

季
節
の
変
り
目
で
す
。
夏
の
疲
労

回
復
に
つ
と
め
、
伝
染
病
な
ど
も

ま
だ
流
行
期
で
す
か
ら
、
健
康
と

衛
生
に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い

。
二
学
期
は
、
夏
か
ら
秋
、
冬
と

変
化
に
と
ん
だ
い
ち
ば
ん
長
い
学

期
で
、
勉
強
に
運
動
に
最
適
の
時

期
で
す
か
ら
、
有
意
義
μ
過
し
た

い
も
の
で
す
。
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